
情報掲示板まちの話題

　２月 17 日（金）、市役所本庁で、相談室ネ
ットワークシステムの開設式がありました。
これにより、プライバシーに配慮してある
各支所の相談室において、市民の皆さんが、
本庁の専門相談員とテレビ画面を通し、対
面で相談できるようになりました。

　藤本地区コミュニティ協議会が「県コミュ
ニティづくり推進協議会長賞」を受賞し、２
月３日（金）、鹿児島市で表彰式がありまし
た。これは、同協議会が取り組む藤本滝の
ライトアップや、高齢者の見守り活動、交
流事業などが高く評価されたものです。

　１月 29 日（日）、第 28 回とうごう天神梅
マラソン大会がありました。早春の暖かい
日差しの中、選手は川内川沿いのコースを
思い思いに楽しんで走りました。会場では、
日本陸連短距離強化委員で早稲田大学競走
部コーチの渡

わたなべ

邉高
たかひろ

博氏による陸上教室もあ
り、参加者は真剣に聞き入っていました。
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　１月 23 日（月）、市役所本庁で、（株）リ
ンクの工場新設、（株）オリンピア商事の工
場増設に伴う立地協定調印式がありました。

（株）リンクは、キクラゲ・シイタケ菌床の
製造工場を百次町と樋脇町市比野に新設。

（株）オリンピア商事は、アルミニウム合金
製造工場を入来町副田に増設するもの。今
回の立地協定を機に、さらなる地域雇用の
創出や地域経済の活性化が期待されます。
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▲（株）リンク�瀬戸口代表取締役（写真中央）

▲�（株）オリンピア商事�岩下代表取締役（写真
中央）
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　このコーナーでは、同大学の国際交流や地域交流・生
涯学習などの取り組みについて紹介します。

鹿児島純心女子大学

　同大学は平成６年に開学しました。「聖母マリアのように神様にも人にも喜ばれる女
性の育成」を建学の精神に掲げ、豊かな人間性に裏打ちされた高い知性と専門性を備
えた女性の育成を教育の目的としています。

鹿児島純心女子大学とは

コーナー紹介

純大キャンパス通信
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